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１．研究の目的と背景 

（１）研究の目的 

 本研究の目的は，中学校国語科の授業にお

いて，生徒の主体的な学びを育むために，ル

ーブリックを活用することの有効性を明らか

にすることにある。 

 

（２）目的設定の背景 

 筆者は，中学校現場で「国語は，正解が分

かりづらい。だからテスト勉強の仕方も分か

らないし，嫌。」という生徒の声を何回も聞い

てきた。そして，問題に対する解答が，妥当

かどうかを自分で判断できないことは，生徒

の学習意欲低下につながっていると感じ，生

徒が主体的に国語を学ぶためにはどうしたら

良いか，これまでその手立てを模索してきた。 

筆者が聞いてきた生徒の声は，先行研究に

よっても裏付けられている。国立国語研究所

の島村（1999）は，小学生を対象にアンケー

トを行いその結果の分析から，国語嫌いの原

因として大きなものの１つに「答えのはっき

りしないこと」を指摘している。 

なぜ，生徒は国語科においてこのような思

いを抱いてしまうのであろうか。 

筆者は国語科の授業で，「何を学ぶか」が

生徒にとって十分に明らかになってないこと

が原因の１つではないかと考えている。「何を

学ぶか」が生徒にとって明らかになっていな

いために，授業を通して生徒は「何が身につ

いたか」が自覚できない。それゆえ，学習の

成果を実感しにくくなったり，授業で学んだ

ことを意図的に活用できなくなったりしてい

る。 

さて，生徒の主体的な学びを育むためには，

見通しと振り返りが重要であるとされている。 

 

 

 

 

 

中教審答申（2016）は，主体的な学びの視点

として，「学ぶことに興味や関心を持ち，自己

のキャリア形成の方向性と関連付けながら，

見通しを持って粘り強く取り組み，自己の学

習活動を振り返って次につなげる「主体的な

学び」が実現できているか。」と述べ，主体

的な学びの実現に向け，見通しと振り返りの

重要性を指摘している。 

以上の背景を踏まえて，筆者は国語科の授

業において，生徒が「何を学ぶか」見通しを

持ちながら学習に取り組み，振り返りによっ

て「何が身についたのか」が実感できれば，

主体的な学びが実現するのではないかと考え

た。そして，その手立てとしてルーブリック

を活用することに着目した。 

 

２．研究方法 

 研究方法は以下の２点である。 

（１）先行研究の分析もとに，主体的な学び

を育むルーブリックの在り方につい

て検討する。 

（２）（１）で検討したことをもとに，実習を

行っている学校（山梨県内公立 A 中学

校）において，ルーブリックを用いた

授業を行い，生徒作品や事後アンケー

トから，その成果や課題を検討する。 

 

３．主体的な学びを育むルーブリック 

（１）ルーブリックの効果と残された課題 

ルーブリックとは，「成功の度合いを示す

数レベル程度の尺度と，それぞれのレベルに

対応するパフォーマンスの特徴を記した記述

語からなる評価基準表」（西岡・石井・田中，

2015）である。 

文部科学省（2016）は，ルーブリックの特



徴等を次のように整理している。 

・ 目標に準拠した評価のための基準作りに

資するものである。 

・ パフォーマンス評価を通じて思考力，判断

力，表現力等を評価することに適してい

る。 

・ 達成水準が明確化され，複数の評価者によ

る評価の標準化がはかられる。 

・ 教える側（評価者）と学習者（被評価者）

の間で共有される。 

・ 学習者の最終的な到達度だけでなく，現時

点での到達度，伸びを測ることができる。 

 

そして，ルーブリックは，指導と評価の一

体化や，多面的・多角的な学習評価の実現（中

央教育審議会，2016）の必要性が高まる中，

その手だての 1 つとして近年実践が積み上げ

られてきている。 

赤沢（2015）は，ルーブリックを教師と子

どもが共有し，子どもが自分自身を評価した

り（自己評価），友達と評価しあったり（相互

評価）することで，子どもは自らの学習を客

観的に捉える能力（メタ認知能力）や学習意

欲を高めたり，学習内容に対するより深い理

解をもつことができると指摘する。 

教師と生徒がルーブリックを共有し，生徒

が自己評価や相互評価を行うためには，授業

で使うルーブリックが子どもたちに使いやす

いツールでなければならないと考える。 

しかし，先行研究の中学校国語科における

ルーブリックを検討すると，子どもが自己評

価や相互評価をするために使いやすいかとい

う観点から課題点も残されている。筆者が考

える課題は，以下の２点である。 

１つ目は，この単元で身に付けたい力がは

っきりしないことである。単元を構成するに

あたっては，単元目標の実現のため，指導内

容を重点化することが求められている。しか

し，課題があるルーブリックでは，単元目標

とルーブリックの関連が図られず，レポート

やスピーチなどの学習活動を網羅的に評価す

るものになってしまっている。このようなル

ーブリックでは，生徒はこれからの授業で，

何を学ぶかが曖昧となり，見通しをもつこと

が難しくなってしまうと考える。 

 ２つ目は，パフォーマンスの特徴を記した

記述語が，子どもにイメージしづらいことで

ある。レベルの違いが「説得力が高い」「工夫

がみられる」などの表現によって分かれてい

て，どのようになっていれば「説得力が高い」

のか「工夫がみられる」のか，子どもが具体

的な姿をイメージできないものがある。この

ようなルーブリックでは，「何が身についたの

か」子どもが自覚できないので，自己評価や

相互評価することが難しくなってしまう。 

授業実践にあたっては，このような２つの

課題を解決するようなルーブリックを作成し

ようと考えた。 

（２）評価規準と達成基準の設定 

『学習指導要領解説』や国立総合研究所

『評価規準の作成，評価方法の工夫改善のた

めの参考資料（中学校）』を参考に，単元目標

を設定し，それを実現するための評価規準を

設定した。そして，授業でできた作品が，ど

のようになっていれば評価規準を達成したと

いえるかをイメージし，達成基準を設定した。

達成基準は「A：十分満足できる」，「B：おお

むね満足できる」，「C：努力を要する」の３

段階で示すことにした。評価規準を達成して

いる典型的な状態を B とし，生徒の状況も考

慮に入れながら，それより上位の姿を A，B

に達していない姿をCに設定することにした。 

 

４．ルーブリックを活用した授業 

（１）授業実践の概要 

①対象    山梨県内公立 A 中学校 

②実習期間  ５月～11 月（週１回） 

③授業実践 

１）対象   第３学年 １学級（30 名） 

２）実践期間  2017 年 10 月 31 日         

           から 11 月７日 

（２）実践単元について 



①単元名 未来の私に，これからの読書生活 

を提言しよう 

（光村図書３年 未来の私にお薦めの本 

 ―読書生活をデザインしよう） 

②単元目標 

・自分のこれまでの読書生活を振り返り，未来の

自分にこれからの読書生活を提言する文章を書

こうとしている。   【関心・意欲・態度】 

・これまでの読書生活を振り返り，これからの読

書生活に対して意見をもつことができる。                  

【Ｃ読むこと－オ】 

・学年別漢字配当表に示されている漢字について，

文や文章の中で使い慣れることができる。        

【伝国（ウ(ｲ)）】 

③言語活動について 

 「C 読むこと」の読書に関する単元である。

単元目標の実現のため，「今までの読書活動を

振り返り，これからの私に今後の読書活動を

どのようにしたらよいかを提言として書き表

すこと」を言語活動として設定した。 

 先ず，今までの読書生活を振り返る。中学

校生活で読んだブックリストを作成し，これ

までの読書生活の傾向を分析し，気が付いた

ことをまとめていく。次に，これからの読書

生活について意見をもつ。読書生活の振り返

りを踏まえ，今まで読んだことのない分野の

本を読んだり，自身の夢や進路に応じて，挑

戦したい本を選んだりしながら，今後の読書

生活について考えていく。 

最後に，それらを提言として文章にまとめ

る。提言として書くのは，課題を自分事とし

て捉え，学習への動機づけを高める手立てで

ある。「これからの自分」という相手を想定し

て文章を書かせることによって，課題が生徒

の内実に迫るものになると期待した。 

④単元の指導計画 

 ４時間の単元の指導を次のように計画し，

実践を行った。（表１） 

そして，生徒に使いやすいルーブリックを

目指し，作成の工夫と活用の工夫を行った。 

表１ 単元の指導計画 

次 時 主な学習 

１ 

１ 

 

・学習に対して見通しをもつ。 

・中学校生活でこれまで読んできた本

を挙げながら，これまでの読書生活

に対して自分の考えをもつ。 

・これまでの読書生活をふまえて，こ

れからの読書生活に対して，自分の

考えをもつ。 

２ 

２ 

 

・ルーブリックについて理解する。 

・教員が作成したモデル文を，ルーブ

リックを用いて評価しながら，ルー

ブリックの文言を理解する。 

・ルーブリックをふまえて，これまで

読書活動やこれからの読書活動に対

する考えを深める。 

３ ・提案する文章を書く。 

３ 
４ ・書いた文章を班で交流し，それぞれ

の作品の良いところを伝え合う。 

  

４．ルーブリック作成の工夫 

 授業実践をするにあたり，提言の文章を評

価するルーブリック（表２）を作成した。 

 表２ 作成したルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：筆者作成 

 

先行研究の残された課題をふまえて，生徒

に使いやすいルーブリックを目指し２つの工

夫を行った。 

１つ目は，評価項目を焦点化することであ

る。生徒に「何を学ぶか」が明確になるよう

に，単元目標の実現のために評価項目を焦点



化した。単元目標の【関心・意欲・態度】の

内容は，提言の文章からは見とることができ

ないと考え，ルーブリックの評価項目から除

外した。そして，授業中の生徒観察にて評価

することとした。 

 単元目標【Ｃ読むこと－オ】「これまでの読

書生活を振り返り，これからの読書生活に対

して意見をもつことができる。」を達成するた

めには，ア「これまでの読書生活」と，イ「こ

れからの読書生活」，それぞれに対して考えを

もつことが必要であると考えた。したがって，

評価規準及び達成基準はア，イそれぞれに設

定しなければ単元目標の達成の度合いは見と

れないと考えた。そのため，アを「読書に対

する考えの形成①」。イを「読書に対する考え

の形成②」として，それぞれ別の評価項目と

して設定した。 

 工夫の２つ目は，達成基準の文言の具体化

である。提言の文章で評価規準を達成してい

る姿をイメージして，達成基準を具体的に設

定した。「読書に対する考えの形成①②」では，

B は評価規準をもとに「意見を述べている」

とした。B の記述に根拠を挙げて意見を述べ

ることを付け足し A を設定した。 

文言は，なるべく子どもが「何が身につい

たか」が分かるよう，具体的かつ平易な表現

を使用するようにした。 

 

５．ルーブリック活用の工夫 

 作成したルーブリックを活用して授業を行

った。１時間目に「中学校生活で読んだ本の

ブックリスト」の作成を通して，これまでの

読書生活を振り返り，これからの読書生活に

対する考えを生徒にもたせた。２時間目はま

ず，ルーブリック（表２）を提示して，提言

の書き方を指導した。次に，そのルーブリッ

クをもとに読書生活に対する考えを深めさせ

た。この時間は，研究授業として位置づけ，

実習校の先生方に参観してもらうとともに，

授業後，参観された先生方と検討会を行った。

３時間目に，提言の文章を書かせ，４時間目

に，提言の文章を読み合い，友達の提言の良

いところを伝え合う活動を設定した。 

 以下，ルーブリックを効果的に活用するた

めの工夫を行った２時間目と４時間目につい

て具体的に記していく。 

（１）２時間目の授業 

①モデル文を評価する活動 

 ルーブリックを効果的に活用するための工

夫として，教師が用意したモデル文を生徒が

ルーブリックで評価する活動を活動を行った。

この活動によって次の２つの効果を期待した。 

１つ目は，生徒にルーブリックの達成基準

の理解を促すことである。モデル文を A から

C で評価するためには，ルーブリックの達成

基準をそれぞれ読み，理解する必要がある。

そうすることで A，B，C それぞれの共通点

や違いに気づき，より高次に向かうためには，

何が必要かを考えながら学習を進められるよ

うになると考えた。また，４時間目で相互評

価を行うことを計画しているので，達成基準

を理解し，どのような提言を書けば，どのよ

うに評価することが共通理解できていれば，

相互評価の効果もより高まると考えた。 

２つ目は，生徒に学習課題への見通しをも

たせることである。モデル文を実際に評価す

ることを通して，どのような提言を書けば，

達成基準が満たされるのかを具体的にイメー

ジさせられると考えた。目指す提言の姿が明

らかになることで学習活動に見通しがもて，

生徒が提言の文章を書くことに取り組みやす

くなることを期待した。 

②授業の様子と生徒の反応 

 生徒はルーブリックを使用することが初め

てで，ルーブリックという言葉も聞いたこと

がない。ルーブリックを使用することを伝え

た時，不安そうな顔をする子生徒が多かった。 

 ルーブリックについて説明し，教員が用意

したモデル文（資料１）を，ルーブリックの

それぞれの観点で A から C で評価させた。 



資料１ モデル文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：筆者作成 

 

先ず自分一人でルーブリックを用いてモ

デル文を評価させ，その後班で話し合い，班

の意見を発表させた。「読書に対する考えの形

成②」の評価が班によって分かれた。６班あ

るうち，４つの班は A と評価し，残りの２つ

の班は B と評価していた。 

ルーブリックの達成基準を再び読み，A と

B で違うところ確認し，意見を求めた。 

モデル文の傍線部「今まで一度も読んだこ

とがなかった」という箇所が，「読書に対する

考えの形成②」の A の達成基準「自身のこれ

からの生活を根拠にしながら」を満たしてい

るかが議論になった。ある生徒から「今まで

に読んだことがないというのは，これまでの

ことをふまえただけ。この文章にはこれから

の生活のことは書かれていない。だから B 評

価。」という意見が出た。そして，その意見に

賛同する意見がいくつか出されたので，モデ

ル文の「読書に対する考えの形成②」は B と

評価することとした。 

ただ，一部の生徒の中には，A と評価した

意見を変えなかった生徒もいた。達成基準を，

全員同じように理解することの難しさを改め

て感じた。 

③授業検討会における意見 

 授業後に，参観して頂いた実習校の先生方

と授業検討会を行った。そこでは，モデル文

をルーブリックを用いて評価する活動の意義

や効果は，認められたものの，今回のルーブ

リックは難しかったという意見が出された。

「ルーブリックという聞きなれない言葉によ

って，生徒は学習に対するハードルが上がっ

てしまったようだった。」「ルーブリックの文

章量が多い。読むだけで大変。」などという意

見が出された。 

ルーブリックは生徒に書かせるためのツ

ールなので，もっと生徒に使いやすいものに

しなくてはいけないとの観点から，ルーブリ

ックの改善策が議論され，次のような方向性

が出た。 

・A と B の評価の違いを色分けするなど視覚

的な工夫を取り入れる。 

・達成基準は箇条書きにして提示する。 

・ルーブリックの名称や達成基準は，なるべ

く生徒の日常生活で馴染みがあるもので

構成する。 

 授業検討会の意見をふまえて，３時間目に，

新たにAとBなど達成基準の違いを色分けし，

フォントを変えたルーブリック（表３）を生

徒に配布した。 

表３ 改訂版ルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：筆者作成 
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こ
と
が
な
か
っ
た
「
科
学
読
み
物
」
に
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
と
は
全
く
逆
，
現
実
の
世
界
を
の
ぞ

く
こ
と
で
，
新
た
な
世
界
が
開
け
る
こ
と
も
あ
る
に
違
い
な

い
。 

 

現
実
と
非
現
実
の
世
界
を
両
方
味
わ
う
こ
と
で
，
私
の
感

性
は
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
，
大
事

な
こ
と
は
，
現
実
と
非
現
実
の
世
界
，
両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
読
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。 



単元の授業が始まっているので使用する

ルーブリックの大きな変更は子どもを混乱さ

せると考え，それ以外のものは次回実践の課

題として，今回は見送ることとした。 

 

（２）４時間目の授業 

①友達の良い所を伝える活動 

ルーブリックを効果的に活用するための

工夫として，４時間目に書いた提言の文章を

読み合い，友達の文章の良いところを伝える

活動を行った。友達からのコメントで自分の

学習の成果を改めて実感するとともに，友達

の優れた表現から学び，さらに次の学びにつ

なげることをねらいとしていてこの活動を設

定した。ルーブリックという共通の指標を用

いて相互評価することで，この単元で何を学

んだかが焦点化され，学習効果の実感が促さ

れることを期待した。 

②授業の様子と生徒の反応 

まず，文章を書いた自分を振り返り，「一

番工夫したところ・がんばったところ」「大変

だったところ・不安なところ」をワークシー

トに書かせた。 

次に，班での活動を行わせた。生徒はワー

クシートの記述とともに文章を読み，ルーブ

リックを使用しながら，友達の文章の良いと

ころを付箋に書き出した。そして，それを友

達のワークシートに張り付けていった。 

生徒は，自分のところに返ってきたワーク

シートに貼られた友達のコメントを熱心に読

んでいた。友達のコメントから学習の成果を

実感しているように感じた。 

 ワークシートに授業について考えたことを

記入させ，ワークシートを完成させて提出さ

せた。（資料２） 

 ワークシートの記述を見ると，「自分の工夫

したことが認められてうれしかった」「読書生

活の振り返りがうまくできていると言われて

うれしかった」など，友達のコメントによっ

て学習成果の実感が深まったものが多くあっ

た。また，「もう少しこれからの読書生活につ

いて書けばよかった。」「自分の文章は説明が

足りない」など友達の文章と自分の文章を読

み比べることで課題を見つけているものもあ

った。そして，「みんなは自分が思っているよ

り，本を読んでいることが分かった」「〇さん

は，新しいジャンルの本を気軽に読んでいき

たいと書いていたので，自分も小説に興味が

もてるように気軽に読み始めてみたい。」など，

友達の提言から自身の読書生活をさらに考え

るものもあった。 

資料 2 完成したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

註：付箋には，友達から様々なコメントが寄せられ

た。この生徒は，付箋を読み，「自分が工夫し

たことが良かったと言われうれしかった。」な

どと記述し，学習の成果が実感されたことが見

て取れた。 

 

６．結果 

（１）提言の文章の教員による評価 

 生徒が書いた文章を，ルーブリックに基づ

き教員が評価した。（表４） 

表４ 提言の文章の教員による評価 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほとんどの生徒がどの評価項目でもB以上



を達成していた。使用したルーブリックは，

評価規準を達成した典型的な姿を Bと設定し

たので，単元目標をほとんどの生徒が達成し

たことが見とれた。 

しかし，モデル文を評価したときに意見が

割れた「読書への意見の形成②」は，A 評価

より，B 評価が多くなった。ルーブリックの

文言の理解にクラス内で差が生じたためだと

考える。もう少し，A と B の達成基準の違い

を詳しく指導すべきだったと感じる。 

 

（２）事後アンケート 

授業後に選択式と自由記述を交えた事後

アンケートを行った。アンケートによって，

今回作成したルーブリックによって主体的な

学びが育まれたかどうかを検討することが目

的である。 

①アンケート作成にあたって 

中央教育審議会（2016）における，主体的

な学びの視点は，「学ぶことに興味や関心を持

ち」，「見通しを持って粘り強く取り組み」，「自

己の学習活動を振り返って次につなげる」と

いう３つの要素に分けられる。アンケート質

問項目の選定にあたっては，それらの要素の

実現を見とるための具体的な質問を考えた。

（表５） 

表５ アンケートの質問項目と部分の対応 

 質問項目 

興

味

関

心 

あなたは今回の学習に積極的に取り組みましたか。 

ルーブリックは，学習の意欲を高めることに役立つと

思いますか。 

見

通

し 

ルーブリックの，より高い段階を目指して「提言」を

書くことに取り組みましたか。 

ルーブリックは，今回の授業で身につける力をはっき

りさせるのに役立ちましたか。 

ルーブリックによって，「提言」の文章は書きやすく

なりましたか。 

振

り

返

り 

あなたは今回の学習で，国語の「読書」に関する力が

高まったと思いますか。 

自分が書いた「提言」の良さを見つけるのに，ルーブ

リックは役立ちましたか。 

自分が書いた「提言」の課題を見つけるのに，ルーブ

リックは役立ちましたか。 

友達が書いた「提言」の良さを見つけるのに，ルーブ

リックは役立ちましたか。 

友達が書いた「提言」の課題を見つけるのに，ルーブ

リックは役立ちましたか。 

②授業後アンケート（選択式）の結果 

授業後アンケート（選択式）の結果（図１）

をみると，どの質問項目でも肯定的な意見が

多い。特に生徒がルーブリックの効果を実感

するのが，振り返りに関わる項目の，自分や

友達が書いた文章の良さや課題を見つけるこ

とであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③授業後アンケート（自由記述）の結果 

 授業後アンケート（自由記述）は，「今回の

授業やルーブリックについて，意見を自由に 

書いてください。」と質問し，30 人のクラス

で 30 の回答を得た。「特になし」という記述

が１人あったが，その他のものを分類すると

４つの項目に分けられた。（資料３） 

資料３ 授業後アンケート（自由記述）結果 

 



多くが肯定的な回答であったが，ルーブリ

ックを活用する授業の難しさを指摘するもの 

があった。 

 

７．成果と課題 

（１）成果 

本稿では，中学校国語科の授業において，

生徒の主体的な学びを育むために，生徒に使

いやすいルーブリックという観点から，ルー

ブリックを作成し，授業において効果的な活

用方法を検討した。 

その結果，以下に挙げる成果が見られた。 

第１に，単元目標の実現に向け，評価項目

の焦点化と達成基準の具体化を図ったルーブ

リックは，単元目標の実現に効果があること

が確認できた。提言の文章の教員による評価

（表４）で，どの評価項目も B 以上が多いこ

とからも，この成果が裏付けられている。 

第２に，ルーブリックを共通理解すること

によって，生徒は学習に対して見通しを持ち

やすくなり，学習課題に取り組みやすくなる

ことも分かった。活用の工夫としてモデル文

を評価する活動を行ったが，授業後アンケー

ト（自由記述）（資料３）には，「モデル文を

ルーブリックで評価する活動があり書きやす

くなった。」との記述があり，生徒も活動の効

果を実感していたことが見てとれた。 

第３に，ルーブリックを使用し，生徒が自

己評価や相互評価をすることは，学習の成果

を実感することに効果的であることが認めら

れた。授業後アンケート（選択式）（図１）の

結果から，特に生徒がルーブリックの効果を

実感するのが，振り返りに関わる項目の，自

分や友達が書いた文章の良さや課題を見つけ

ることにあった。ルーブリックという共通の

指標があることで，友達の作品から学び，学

習の成果が実感されたり，次につなげたりす

ることができたのではないかと考える。 

以上のことから，ルーブリックを活用する

ことは，主体的な学びを実現する一助となる

と考えられる。 

 

（２）課題 

ルーブリックを活用する授業の難しさが

生徒や教員から指摘された。その課題を解決

するため手だてとして２つのことが考えられ

る。 

１つ目は，さらに生徒に使いやすいルーブ

リックを作成していくことである。そのため

には，今後は，２時間目の授業後開かれた授

業検討会で出された「視覚的に訴える」，「達

成基準は箇条書きにして提示する」，「なるべ

く生徒の日常生活で馴染みがある言葉で記述

する」という改善策を取り入れたルーブリッ

クを作成し，その効果を検討していきたい。 

２つ目は，ルーブリックを活用した授業実

践を積み上げ，生徒に慣れさせることである。

今回生徒はルーブリックを使用することが初

めてであった。ルーブリックに慣れることで，

生徒の負担感も減らすことができると考えて

いる。 

以上をふまえながら，今後も生徒に使いや

すいルーブリックの作成を目指し，実践を積

み重ねていきたい。 
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